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ちょっといいはなし 

 

                                              校 長 岩崎 紀美子 

 

 ４３日間という長い夏季休業期間が終了しました。そして今年の夏は昨年度よりも猛暑日が多いように

感じられました。さらに台風１０号が停滞をしながら日本列島を縦断に長雨が続くなど、例年とは異なっ

た気象でした。しかし、９月２日の始業式にはいつも通りの皆さんの元気な様子が見られて教職員一同

安堵しました。いよいよ２学期です。２学期は音楽祭があります。どの学年も、少しずつ練習に励んでい

る様子が見られます。音楽祭でも皆さんの全力で取り組む姿を見せてほしいと思っています。 

 さて、先日嬉しい葉書が学校に届きました。差出人は近隣の方です。次のような文面でした。 

 このような嬉しい葉書をいただきました。きっとこの三人の男子生徒は無意識に道を自転車に譲り、無

意識にあいさつをしたのだと思います。世の中では最近の中学生はマナーを知らないと、とかく言われが

ちであるのからこそ、この葉書を送ってくださった方には新鮮に思われたのかもしれません。「青陵中の生

徒たちはちゃんとできる生徒たちですよ」と見本を示してくれた三名の男子生徒。このような生徒たちが本

校には他にもたくさんいるからこそ、葉書をいただいた方に出会えたのでしょう。新学期早々、とても嬉しく

思います。 

前略 

この日は始業式だったのでしょうか。いつも通る道でのことでした。貴校の生徒さんだと思いまして一筆。 

貝取小学校と都営貝取団地の間の裏道のことです。確かに急いではいたのですが、彼らがその先の

道に出るまで、背後をゆっくり走る気持ちでいました。なんていい子達に出会えたのでしょう。夕方、自

宅に帰り夫に報告。「いい日だったねえ。悪ガキだったなら、チッと言われたかもしれないのに」 仲良し

三人組の少年達の対応にあらためて「ありがとうございました！」と言いたくてしたためました。このまま素

直に成長してくださいますように。 

“歩道を自転車走行する場合 決して歩行者を追い立てたりじゃまをしない”を鉄則にしているから三人

の男子中学生を前方に発見した時気付かれるよう背後からゆっくり進むつもりでいたのに中の一人が

振り返り「あっ。チャリ！」と言ったと同時にすばやく端に寄り一列になって道を譲ってくれた。申し訳なくて

「ごめんなさいね。お先に…」その私に“どういたしまして”と返ってきた。心優しい三人組 ホントに本当

に嬉しさは今も継続している 

 



 

 

 

 

 ９月に入って、以前よりは涼しくなりました。熱中症予防対策のため、体育着（ジャージ）登校は９月末ま

でとなります。そろそろ、標準服の準備をしてください。標準服を着用した時に、ズボンやスカートの丈が短

くなってしまっていることはありませんか。１０月になってから慌てて準備をするのではなく、余裕のある今のう

ちから準備をしておきましょう。また、調整ができない場合は、学校にリサイクルの標準服もあります。必要

な場合は担任の先生等に訊ねてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

余裕をもって準備をしましょう。 


